会員各位                                                   平成30年8月20日
公益社団法人全国老人保健施設協会
（東海・北陸ブロック長）
会長　　東　憲太郎　印
平成３０年度東海・北陸ブロック共催研修会「介護新人基礎研修会」
 ～介護の基本・演習で体感しよう～ のご案内
時下、ますますご清栄のこと心よりお慶び申し上げます。

このたび、平成３０年度東海・北陸ブロック共催研修会「介護新人基礎研修会」として、介護の基本的な技術を演習で体感していただくことを目的に、「コミュニケーション技術」、「ボディーメカニクス」、「食事の援助」、「移乗介助」、「排泄介助」「認知症ケア」など介護の基本技術の習得を目的に、会員老健施設の介護長・介護リーダーによる実技研修会を開催します。
つきましては、東海・北陸ブロック会員施設への介護新人職員（１年～２年目）の方に、ぜひともご参加いただきたくご案内します。
（参加費無料：各県支部にて参加人数割で研修経費分担）
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平成３０年度 東海・北陸ブロック共催研修会介護新人基礎研修会
 テーマ：～ 介護技術の基本・演習で体感しよう ～
会　場　：　平成３０年１０月 ７日（日）９：３０～１７：００

会場　：名古屋駅前「ウインクあいち」１１０１号室　（定員８０名）
　　＜主な演習内容＞
9:30～11:00　介護の基本・介助の前にコミュニケーション！
11:10～12:10　認知症の基本・どのように対応すれば良いの？
12:15～13:15　おいしい食事・安心して食べて頂く食事介助！
14:00～14:45　ボディーメカニクス・腰を痛めない介護とは？
14:45～15:15　車いす上での移動・吊り上げたら苦しいよ！
15:20～16:00　ベッドから車いすへの移乗・大切な基本だよ！
16:10～17:00　排泄介護・将来受けたくない介護1番なんだ！
講師：東海北陸ブロック老健施設介護リーダーによる実技指導！
※実技演習のため、動きやすい服装（ジャージや制服等）と上履きを用意下さい。

※食事演習用にお弁当・お茶をご用意します。

平成30年度東海・北陸ブロック共催研修会（第２弾）
介護職（新人・基礎）研修会　申込書
日時：　平成３０年１０月 ７日（日）９：３０～１７：００

　　　　　　　　　　県支部
施設名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
参加者名：　　　　　　　　（　　年目　男・女　参加会場　　　　）
　　　　　　　　（　　年目　男・女　参加会場　　　　）

　　　　　　　　（　　年目　男・女　参加会場　　　　）

　　　　　　　　（　　年目　男・女　参加会場　　　　）

～申込み期限：平成30年９月3０日（金）定員８０名になり次第締切～

　　　　　　




平成３０年度「東海・北陸ブロック共催研修会」第２弾


「介護職新人基礎研修会」　～介護の基本・演習で体感しよう～





日 時： 平成30年 10月7日（日）9:30～17:00　（受付開始　9:00～）





場 所：　名古屋駅前「ウインクあいち」　1101会議室　（定員名80名）


参加者：　ブロック会員老健施設の 介護新人職員（１年目～２年目）


          （注）お申込みは、１施設２名までとさせて頂きます。


（参加費無料・昼食つき・演習用服装（制服も可）・参加申込書3枚目FAX）


  


申込み期限：　平成３０年９月末日（定員になり次第締め切ります。）











【お申込・お問合せ】　研修会事務局


三重県老人保健施設協会　事務局　小野昌宏


TEL　059-245-6677　　FAX　059-245-8778
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申込み：三重県事務局　ＦＡＸ０５９－２４５－８７７８





これまでの介護部会研修会参加者アンケートから


参加者の声
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利用者側が普段どのように感じているのかを体験できたのがとても良かった。常に笑顔で接するように心がけたいと思った。


声かけの際の気持ちの伝わり方という演習では、話す内容より表情や声の質によって大きく変わるという体験が一番印象に残りました。利用者さんに安心して頂ける声かけを心がけていきたい。


認知症の方への接し方、その方の感情や世界を思い描いてみることができた。人の尊厳っていう言葉が初めてイメージできた。


食事介助の時、忙しさにまけて、つい立ったままとか、飲み込めていないのに入れすぎたりしていた。自分が体験してみて、その苦しさがよくわかった。これからは気をつけたいです。


食事の演習では、介助してもらうことに申し訳ないという気持ちで、あまり食べられなかった。できるだけおいしく食べてもらえるような気づかいを忘れないようにしようと思いました。


ボディーメカニクスの原理は、半分くらい解らないまましていたところがあった。自分のできていないところが明確になって良かった。


ほんの少しの足の位置の置き方の違いだけで、利用者、介護者のお互いがしんどかったり楽だったりするということが驚いた。


力任せに吊り上げるのが、介助するほうにもされるほうにも大きな負担がかかること、双方とても危険なことがよくわかりました。今まで普通にしていたことが、体験によって利用者の立場になり、こんなにも苦痛を伴うものだとはじめてわかりました。


移乗介助がなかなかうまくできないときがあったので、今回の講義で正しいやり方を演習して教わることができて良かったです。








